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238,010 円

198,000 円

565,400 円

560,000 円

1,113,600 円

1,100,000 円

新道区

№01 新道区U-40社会人サークル立上げ事業

まちづくりの推進 上越若者みらい会議

事 業 概 要

№02 鴨島一丁目町内会自主防災支援事業

地域の安全・安心 鴨島一丁目町内会

若者のまちづくりへの参画や地域の担い手づくりにつなげていく
ため、食育をテーマとした映画の上映会やスポーツ交流会を開催
し、新道地区の若者を対象とした社会人サークルを設立した。

事業評価・今後の活動の見通し
次年度も若者同士のつながりと、「あったらいいな・やってみたい」

を新道区の若者主体で企画してもらい、若者のまちづくりへの参加
や地域の担い手づくりのサポートをしていきたい。

事　 業　 費

補 助 金 額

事 業 概 要
地域の防災力の向上を図るため、夜間の災害発生に対応するた

めの備品を整備し、これを用いた防災訓練を実施した。

事業評価・今後の活動の見通し
新型コロナウイルスの影響もあり計画通りにはいかなかったが、

夜間に投光器を照射でき、期待される効果が確認された。
特に災害は昼夜を問わず起こりえるので、町内会で発電機や投

光器を所有することでいろいろな場面で活用することができるよう
になった。 事　 業　 費

補 助 金 額

№03 盆踊りを通し地域活性化と交流促進事業

まちづくりの推進 子安町内会

事 業 概 要
より住みやすい地域の形成につなげるため、複数町内会による

盆踊り大会を計画したが、コロナ禍のため、大会に代えて、会場の
設営と展示によるデモンストレーションを行い、町内や世代を超え
た交流の創出と賑わいづくりに取り組んだ。

事業評価・今後の活動の見通し
新道地区では、まちの活性化を図ることが当面の課題であり、地

域住民が自主的かつ主体的に本事業を展開したことで、地域のふ
れあい交流、賑わい創出のきっかけをつくることができた。

事　 業　 費

補 助 金 額
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549,233 円

549,000 円

798,600 円

790,000 円

№04 幼年野球合併チーム活性化事業

子どもの健全育成 イーストユニティーズ

事 業 概 要
野球を通じた子どもの健全育成を図るため、団員減少による合同

チーム設立に必要なユニフォーム等を整備し、各種大会への参加
や練習、奉仕活動に取り組んだ。

事業評価・今後の活動の見通し
今回のユニフォーム等は、大切に使用して次世代につなげてい

く。
子どもたちに地域社会の大切さを教え、地域社会に貢献できる人

間になることを期待する。
事　 業　 費

補 助 金 額

かも子会館の利用促進による地域活動の活発化を図るため、
テーブルやいすの整備により利用環境を見直し、各種会議やいき
いきサロン等を開催した。

事業評価・今後の活動の見通し
コロナ禍で、どの団体も開催を縮小、中止と苦しい判断を行った

ため、活発な地域活動ができなかったが、引き続き、会館の利用者
同士のふれあいを通じて地域交流、情報の収集、教育の推進等活
発な地域活動を行っていく。

事　 業　 費

補 助 金 額

№05 かも子会館を使用する地域交流促進事業

地域活動の拠点整備 かも子会館共有町内会

事 業 概 要

新道区
（中部まちづくりセンター） 7


